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概要 
 本研究は, 日本人を対象に, 顔の魅力的な比率に関わ

る男女差を検討した. 異なる顔比率の画像を用いた選択

課題を実施し, 評価者と画像の性別の組み合わせによる

選好傾向を分析した. その結果, 男女とも「1:1:1」や「顔

幅が目幅の 5倍」の比率が好まれる傾向があったが, 女

性の顔ではその傾向が弱まることから, 顔の魅力評価に

は性差があることが示唆された.  

キーワード：顔認知(Face perception),性差(Gender 

differences), 視覚的選好(Visual preference) 

1. はじめに 

顔の魅力は，対人関係や社会的評価に大きな影響を与

えるとされ，多くの心理学・認知科学領域で研究されてき

た (e.g., Langlois & Roggman, 1990; Perrett et al., 2010)．Dion 

et al.（1972）は，魅力的でない顔よりも魅力的な顔を好む

ことを示している. 顔の印象が他者の評価に与える影響

についても，多数の社会実験が存在する. Landy & Sigall 

(1974)は，アメリカの大学で行った実験において，顔の魅

力が学術的な判断や知的評価にさえ影響を与える可能性

を示している.  

魅力的な顔の配置に関する研究では，Langlois & 

Roggman（1990）が，魅力的な顔は平均的な顔の特徴を持

つことが多いと報告している.これに対して， Pallet et al.

（2010）は，白人女性が最も魅力的に見える顔の比率は，

顔の目から口までの距離が顔の長さの 36％，両眼間の距

離が顔の幅の 46％であり，顔の縦横比やパーツの配置と

いった構造的特徴が魅力度の判断に関与することを報告

している.また，彭他 (2020a) の研究では，特定の比率を

満たす顔画像を生成することで，元画像よりも主観的評

価やオンラインアプリでの評価が向上することが確認さ

れている.  

そこで本研究では, これまで主に白人女性を対象とし

て報告されてきた顔の比率と魅力の関係に関する知見を

踏まえ, 日本人における「魅力的に見える顔の比率」を検

討することで, 文化や人種による選好の共通性・差異を明

らかにすることを目的とした. さらに、評価者と顔画像の

性別が同性か異性かという組み合わせによって, 顔の選

好に差が生じるかどうかについても分析を行った.  

 

2. 方法 

2.1 実験課題 

原型となる顔画像は，Microsoft Bingを用いて作成

した.その後，特定の比率（彭・井上・原，2020a）と

なるよう，Adobe Photoshopを用いて顔画像を作成し

た.用いた比率は以下の通りである.  

・「髪の生え際から眉頭の下」：「眉頭の下から鼻の下」：

「鼻の下からあご先」＝1：1：1 

・「顔の横幅」：「顔の縦の長さ」＝1：1.46 

・「顔幅」が「目の横幅」の5倍 

元画像 

 

1：1：1 

 

横縦1：1.46 

 

顔幅が目幅の5倍 
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「元画像と加工画像」または「加工画像２枚」を２枚１

組で呈示し，各質問で実験参加者はどちらが魅力的に見

えるかを選択した.  画像の組み合わせは全12種類（4 × 

3）で実施した. 

 

2.2 実験参加者 

Web アンケートに有償（約 100 円）で回答することに

同意した108名が参加した（男性58名 女性50名）． 

 

2.3 手続き 

2種類の顔画像を各参加者に同時呈示し「どちらがより

魅力的に見えるか」の選択を求めた. 回答は強制選択式で

あった. 

3. 結果 

回答者の性別および顔画像の性別ごとに，各顔画像が

選択された度数を表１から表４に示す. 

 

表 1  男性画像に対する男性の回答 

質問

番号 

元画像 横縦1：

1.46 

1:1:1 顔幅が目幅

の5倍 

a 57 1     

b 48    10   

c 36     22 

d   3 55   

e   4   54 

f     21 37 

 

表 2  女性画像に対する男性の回答 

 

 

 

 

表 3  男性画像に対する女性の回答 

質問

番号 
元画像 

横縦1：

1.46 
1:1:1 

顔幅が目

幅の5倍 

a 50 0     

b 42   8   

c 27     23 

d   0 50   

e   3   47 

f     17 33 

 

表 4  女性画像に対する女性の回答 

  

男性回答についてχ二乗検定を実施したところ，「d」と

「D」に偏りの傾向が認められた（χ²(1) = 3.12, p = .077）. 

男女いずれの画像に対しても「横縦1：1.46」よりも「1：

1：1」を選択する割合が有意に多かった. ただし, 女性画

像では男性画像よりも「横縦1：1.46」を選択する割合が

有意に多かった（p < .05）. 更に, 「e」と「E」について

も有意な偏りが認められた（χ²(1) = 8.37, p < . 01）. 男女

いずれの画像に対しても「横縦1：1.46」よりも「顔幅が

目幅の 5 倍」を選択する割合が有意に多かった. ただし, 

女性画像では男性画像よりも「横縦1：1.46」を選択する

割合が有意に多かった（p < .05）. 

 同様に女性回答についてχ二乗検定を実施したとこ

ろ，「d」と「D」に有意な偏りが認められた（χ²(1) = 7.81, 

p < .01）. 男女いずれの画像に対しても「横縦 1：1.46」

よりも「1：1：1」を選択する割合が有意に多かった. た

だし, 女性画像では男性画像よりも「横縦 1：1.46」を選

択する割合が有意に多かった（p < .05）. 更に, 「e」と「E」

についても有意な偏りが認められた（χ²(1) = 11.81, p 

< .01）. 男女いずれの画像に対しても「横縦1：1.46」よ

りも「顔幅が目幅の 5 倍」を選択する割合が有意に多か

った. ただし, 女性画像では男性画像よりも「横縦1：1.46」

を選択する割合が有意に多かった（p < .05） 

質問

番号 
元画像 

横縦1：

1.46 
1:1:1 

顔幅が目幅

の5倍 

A 52 6     

B 38   20   

C 31     27 

D   10 48   

E   17   41 

F     20 38 

質問

番号 
元画像 

横縦1：

1.46 
1:1:1 

顔幅が目

幅の5倍 

A 47 3     

B 39   11   

C 37     13 

D   9 41   

E   18   32 

F     24 26 
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4. 考察 

これらの結果から, 男女のいずれの回答においても, 

「横縦1：1.46」よりも「1：1：1」や「顔幅が目幅の5倍」

の比率が有意に多く選択される傾向が認められた. これ

は, 均整の取れた構造や相対的に広い顔幅が視覚的魅力

として認識されやすいことを示唆している. しかし, 女

性の顔に対してはこの傾向が弱まることから, 顔の魅力

評価において性別による判断基準の違いが存在すること

が示唆される. なお本研究では, 3 つの条件を同時に複数

満たす顔画像は作成していない. そのため, 特定の比率

が複数同時に影響している可能性については, 十分検討

できていない. 今後の課題として, 複数の条件を兼ね備

えた顔画像を作成し, 各比率の影響を独立して評価でき

るような設計が求められる.  
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